
PRESS RELEASE 一関市

令和７年 12 月 26 日 

午後２時 

市長の海外訪問（ベトナム、台湾）について 

 市長が、下記の日程で海外訪問をしました。 

記

１ 訪 問 先   ①ベトナム    

         ②台湾 

２ 訪問期間   ①12 月 13 日（土）～12 月 16 日（火）２泊４日 

②12 月 16 日（火）～12 月 20 日（土）４泊５日 

３ 訪 問 者   ①一関市長 佐藤 善仁ほか随行３人 

市まちづくり推進部次長兼交流推進課長 伊藤 信子、 

市交流推進課主任主事 菅原 優、 

株式会社ヒカリ代表取締役 グエン コン フィン  

         ②一関市訪問団（団長：一関市長）随行含め 17 人 

一関市長 佐藤 善仁、一関市議会議長 勝浦 伸行、 

一関商工会議所会頭 小岩 邦弘、同所常議員 齋藤 賢、 

同所常議員 佐々木 一徳、同所常議員 小野寺 宏眞、 

一関工業高等専門学校校長 小林 淳哉、 

同校国際交流委員長 冨永 陽子、 

いわて平泉農業協同組合代表理事専務 那須 元一、 

同組合生活経済部長 千田 雅行、 

（以下、随行） 

市議会事務局長 細川 了子、市農林部長 小野寺 啓、 

市政策企画課主任主査 佐々木 さやか、 

市商政・労政課商政係長 松岡 敏徳、 
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市工業振興課地域活性化起業人 近藤 文敏、 

ツアーコンサルタント  

マツムラコンサルティング有限会社代表取締役社長 松村 勲、 

同社プロジェクトマネージャー 松村 瑞祈 

４ 訪問日程・内容 別紙のとおり 

問い合わせ先  

〒021-8501 岩手県一関市竹山町７番２号 

①について 

まちづくり推進部交流推進課長 伊藤 

電話:(0191)21‐8194（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

FAX：(0191)23‐4850 

メールアドレス：koryu@city.ichinoseki.iwate.jp

②について

商工労働部商政・労政課商政係長 松岡

電話:(0191)21‐8412（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

FAX：(0191)23‐4850 

メールアドレス：shosei@city.ichinoseki.iwate.jp
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別紙 

① ベトナム訪問 

月日 訪問先等 内  容 

12 月 13 日(土) 成田空港～タンソンニ

ャット空港 
移動 

12 月 14 日(日) ホーチミンメトロ等視

察 

ホーチミンメトロ（令和６年 12 月に開業したベトナ

ム国内初の鉄道）、サイゴンウォーターバスの視察 

在ベトナム藤沢会主催

の日越教育交流事業 30

周年記念式典及び交流

会 

記念式典及び交流会出席 

在ベトナム藤沢会への市長感謝状贈呈 

12 月 15 日(月) 貿易大学ホーチミン市

分校主催の日越教育交

流事業 30周年記念式典 

記念式典出席 

貿易大学ホーチミン市分校への市長感謝状贈呈 

日本語クラス見学 

ホーチミン市各国友好

組織連合会 

今後の交流に向けた意見交換（令和７年５月訪問時に

続き２回目） 

ビナ・ショーワ 
昭和化成工業株式会社のベトナム現地法人（在ベトナ

ム藤沢会会長の勤務先）の視察 

タンソンニャット空港 移動 

12 月 16 日(火) 羽田空港着 到着後、市長は台湾訪問に向け成田空港へ移動 

② 台湾訪問 

月日 訪問先等 内  容 

12 月 16 日(火) 成田空港～高雄空港 移動 

12 月 17 日(水)
高雄市議会 

今後の交流に向けた意見交換（令和７年７月訪問時

（以下「前回訪問」という。）に続き２回目） 

国立高雄科技大学 

前回訪問以降、連携協力について協議を重ね、合意と

なったため、ＭＯＵを締結 

【目的】相互の学術交流、地域振興の促進 

【内容】人材育成、学生・教職員の交流などに関する

相互理解と協力、持続的な連携 

【締結者】国立高雄科技大学、一関工業高等専門学

校、一関市（３者） 

12 月 18 日(木)
屏東県庁 

今後の交流に向けた意見交換（前回訪問に続き２回

目） 

国立屏東大学   同上 

泰武郷公所 

前回訪問以降、連携協力について協議を重ね、合意と

なったため、ＭＯＵを締結 

【目的】友好関係の推進 

【内容】文化、教育、スポーツ等による交流、経済の

推進 

【締結者】台湾屏東県泰武郷、一関市（２者） 

12 月 19 日(金) 大美風土永続学校 空き家を活用した地方創生の取組の視察 

南投県庁 

令和７年９月に当市で行われた台湾教育部「青年百億

海外圓夢基金計畫」地方創生特派員プロジェクトの報

告会出席 

今後の交流に向けた意見交換 
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私立朝陽科技大学 

前回訪問以降、連携協力について協議を重ね、合意と

なったため、ＭＯＵを締結 

【目的】相互の学術交流、地域振興の促進 

【内容】人材育成、学生・教職員の交流などに関する

相互理解と協力、持続的な連携 

【締結者】私立朝陽科技大学、一関工業高等専門学

校、一関市（３者） 

台湾農創興業股 有限

公司 

前回訪問以降、連携協力について協議を重ね、合意と

なったため、ＭＯＵを締結 

【目的】農産物及び加工品の販売、プロモーション活

動を通じた相互協力関係の構築・深化 

【内容】農産物、加工品に関する情報共有、販売促

進、プロモーション活動、農業人材の研修、交流

など 

【締結者】台湾農創興業股 有限公司、台中市霧峰区

農会、いわて平泉農業協同組合、一関市（４者）

12 月 20 日(土) 高雄空港～成田空港 移動 

 ※ ＭＯＵとは 

「Memorandum of Understanding」の略。行政機関などの組織間の合意事項を記した覚書の文書。

契約書などとは異なり、通常は法的拘束力を有さない。 


